
・７月29日（土）、町制施行60周年記念事業　海洋生物写真家 峯水亮 写真展

「phenomenon+　～プランクトンの世界～」のオープニングセレモニーとスライド

トークショーを開催しました。 

　本写真展では、海洋生物写真家として世界でご活躍し、町のふるさと大使も務めていた

だいている峯水亮様が撮影した、日常生活では見ることのできないプランクトンの美しい

姿やその世界を収めた写真約50点を展示しています。 

　写真展は、８月13日（日）まで、町地域交流センターで開催していますので、多くの

皆さまのご来場をお待ちしています。 

　  

・７月27日（木）、令和５年度第１回清水町高齢者保健福祉計画等策定委員会を開催

し、委員の皆さまに委嘱状を交付しました。 

　本委員会は、高齢者の方々をはじめ、地域住民の皆さまが多様な形で社会とつながり参

画し、一人一人の生きる力や可能性を最大限に発揮できる「地域共生社会」を実現するた

めの計画について、ご検討いただくものであり、令和６年度から令和８年度までの新たな

計画として、第10次清水町高齢者保健福祉計画および第９期清水町介護保険事業計画を

策定していただくものであります。 

　町が推進する「笑街健幸都市の創生」の実現に当たり、本計画は重要な役割を担うもの

であることから、町の特徴を考慮した計画が立案できるよう、委員の皆さまのご協力をお

願いいたします。 

　  



・７月26日（水）、富士伊豆農業協同組合様から「清水町農業行政に対する要望書」を

いただきました。 

　物価高騰の影響など、農業者を取り巻く環境が一層厳しさを増す中で、富士伊豆農業協

同組合様には、日頃から、町の農業者の皆さまのために、ご指導・ご支援をいただき誠に

ありがとうございます。 

　町としても、電気料金高騰の影響を受けている農業者の方々を支援するため、「農業水

利施設電力価格高騰対策支援事業」を実施するとともに、新規就農者の育成を目的とし

た、柿田町民農園の拡張工事を行います。 

　今後も、富士伊豆農業協同組合様と連携して、地域農業の維持・発展に努めてまいりま

すので、引き続きご協力をお願いします。 

 

・７月25日（火）、令和５年度第１回清水町部活動検討委員会を開催し、委員の皆さま

に委嘱状を交付しました。 

　本委員会は、中学校の部活動について、地域移行の推進やその他必要な事項について検

討していただくために設置するものです。 

　部活動の地域移行を推進していくに当たり、人材の確保など様々な課題を一つ一つ解決

し、子どもたちが部活動を通じて、スポーツや文化・芸術に親しみ、地域社会の中で成長

できる環境を整備するためにも、委員の皆さまのご協力をお願いいたします。 

　  



・７月25日（火）、令和５年度清水町教育研修会に出席しました。 

　本研修会では、各教育機関の教員の皆さまやPTAの皆さま、学校運営協議会委員の皆

さまに、町の教育方針や重点事項をお伝えしました。また、教育講演会では、町出身の絵

本作家である宮西達也様にご講演いただきました。 

　町としても、「子どもの成長や学びを地域全体で支えるまち」の実現に向けて、保育園、

幼稚園および小中学校の教育環境の充実に努めてまいりますので、次世代を担う子どもた

ちの健やかな成長のためにも、教育関係者の皆さまのご理解・ご協力をお願いいたしま

す。 

・７月24日（月）、第40回全日本小学生ソフトテニス選手権大会への出場報告のため、

清水小学校６年生の芦川聖太（あしかわしょうた）選手が来庁され、町から奨励金をお渡

ししました。 

　芦川選手は、静岡県予選大会において、個人戦（ダブルス）で準優勝を果たし、８月３

日（木）から開催される全国大会への切符を手にしました。 

　全国大会では、日ごろの成果を十分に発揮し、良い結果を残されることを願うととも

に、今後も多くの大会を経験され、清水町を代表するアスリートの一人になっていただけ

ることを期待しています。 



・７月24日（月）、令和５年度第１回　清水町まち・ひと・しごと創生外部有識者会議

を開催し、各界の幅広い分野の団体等から選出させていただいた委員の皆さまに委嘱状を

交付しました。 

　本会議は、町の人口ビジョン・総合戦略の実現を図るための重要な役割を担っており、

今回の会議おいては、委員の皆さまに前年度の各種施策に対する効果検証についてご審議

いただきました。 

　物価高騰の影響など、町を取り巻く社会情勢は常に変化し続けておりますが、町として

も、これまで以上に各種施策に力強く取り組んでいまいりますので、委員の皆さまのご理

解・ご協力をお願いいたします。 

　  

・7月20日（木）、清水町農業委員会臨時会を開催し、任期満了に伴う改選により、委員

にご就任された13人の皆さまに辞令を交付しました。 

　町としては、農業者の高齢化や後継者問題、遊休農地の増加などの課題に取り組み、新

規就農者の育成や農業体験の機会の拡大を図るため、今年度、柿田町民農園の拡張工事を

行います。 

　委員の皆さまには、町の農業の維持・発展にご協力いただくとともに、地域農業のリー

ダーとしてご活躍されることをお願い申し上げます。 

　  



・７月14日（金）、中部直轄河川治水期成同盟会の活動にて、国土交通省及び財務省の

両政務官に対して、静岡県代表として防災・減災、国土強靭化、流域治水の取り組みを安

定して継続できるように、必要な財源の確保についてを提言しました。 　 

　  

次に、国土交通省水管理・国土保全局の幹部職員の方々に対して、静岡県代表として地元

の狩野川流域の状況を説明し、事前防災として流域治水のより一層の取り組みとともに、

狩野川放水路の機能拡張、治水関係地方債の期限延長等の意見を発表しました。 

 

・７月10日（月）、全国高等学校ホッケー選手権大会への出場報告のため、御殿場西高

校ホッケー部に所属し、清水町に在住する、眞田悠生（さなだゆうき）選手、鬼束侑一

（おにつかゆういち）選手、松島義彦（まつしまあきひこ）選手が来庁され、町から奨励

品をお渡ししました。 

　御殿場西高校ホッケー部の皆さまは、静岡県大会を優勝し、東海大会でも準優勝を果た

され、７月29日（土）から開催される全国大会への切符を手にしました。 

　全国大会では、日頃の成果を十分に発揮し、良い結果を残されることを願っています。 

　  



・７月８日（土）、幼魚水族館（サントムーン柿田川内）のオープン１周年を記念して開

催された「第１回幼魚サミット」に「幼シャンズ11」の一員として参加させていただき

ました。 

　当日は、館長の鈴木香里武さんをはじめとした、各分野の専門家や第一人者の皆さま

が、それぞれの視点から幼魚の魅力についてお話ししました。 

　幼魚水族館が実施している多種多様な展示やイベント、環境学習の推進などの様々な活

動が、清水町を中心とした「幼魚文化」の確立につながることを大いに期待しています。 

 

・７月７日（金）、清水町植林委員委嘱式を開催し、委員の皆さまに委嘱状を交付しまし

た。 

　委員の皆さまには、箱根山にある約50ヘクタールという広大な町有林の維持管理にご

尽力いただいているとともに、みどりまつりにおける木工教室の実施など、町の緑化活動

にもご貢献いただいています。 

　地球温暖化防止や水源涵養、山地災害防止のためには、適切な森林管理が必要不可欠な

ものでありますので、引き続き、皆さまのご協力をお願い申し上げます。 

　  



・７月６日（木）、第73回“社会を明るくする運動”の街頭啓発活動をサントムーン柿

田川で行いました。 

　当日は、清水町推進委員会委員の皆さまや沼津地区保護司会清水町支部・沼津地区更生

保護女性会清水町支部の皆さま、30人が参加し、来館者に啓発グッズを配布しました。 

　この活動をはじめとした様々な取り組みを通じて、犯罪や非行のない安全で安心な地域

社会の構築を図り、「くらしやすさで未来をともにつくるまち・清水町」の実現を目指し

てまいります。 


